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森 伸一*

今年の夏、 10日間アメリカ西部に出かけた。今回の旅行は自分でコ)スを決めてまわった。

地学的には有名な場所ばかりである O

1 .悶ツー』ー

サンフランシスコから、飛行機で 2時間でロッキー国立公菌のひざもとデンバーにつく O デ

ンバーは人口 40数万人、コロラドチ[¥1の州都で、標高 1，600m (Mile High Cityと呼ばれている)

の高原都市である O ここからロッキーロみハ回 A

は図 1のようなコース(全長約 360km)を約 9

間かけてまわる ~~One Day Big Circle"という

光パスツアー(グレイライン社、朝 9時発、一人

25ドル、ホテルで予約すると迎えにきてくれる)

がでている O

デンバーを出て 2時間、ウインターパークの手

前の峠 (3，400m)が大陸分水嶺でここからの口ツ

キーのながめはすばらしい。 はこの

コースでもうーカ所あるが、ともに Continental

Devideという看板がある)グレンピーからエス

スパークまでが国立公園となる O ここの道は 国 1

Trail Ridge Roadとよばれ、最高地点 3，713m まで登る

道路で、残雪をいだいた 4，000m級の山々が身近にせまり、

カール、 U字谷、氷跡湖などの氷河地形や高山植物などが見

ごたえがある O 途中にあるブオールリバー峠 (3，594m)の

ジターセンターにはロッキ)の地質、動物、植物を紹介する

展示があり、本やスライドが販売されている O 山はだは風化

等でガレ場のような感じのものが多い。岩石は先カンブリア

代の片麻岩と花こう岩である O エステスパークからリヨンま

では時々、赤色をした地層がみられる(先カンブリア界を不

中生界のようである)、そしてボウル

ダーからデンバーまではのどかな牧場風景が続く O

おU字谷の典型的なものとして写真でおなじみのベ

アーレイクには寄らなかった。またデンバー市内(市立公園
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の一角)にはコロラド州立自然史博物館があるが時間の関係で行けなかった(恐竜の骨格標本

など地質関係の展示がすばらしい所のようだ)。

2 .恐竜国定公

デンバーから西ヘパスで 9時間(約 450km)でパ一ナノレという小さな町につく O

はパ…ナノレの北東方向にある O その一角、パーナルから 20マイルの所に恐竜化

石が多産する露頭にすっぽり麗根をかぶ、せ博物館風にしたビジターセンターがある O ここでは

恐竜化石の発掘のようすをみせてくれたり(ニ人の係員が発掘のポーズをする)、恐竜に関する

説明文や図が展示されている O ここにかぎらないがビジターセンターには Geological High-

way Mapという地質図が売られている O これをみながちパス(車)で旅をすれば地質の勉強が

できるしくみとなっている O ピジターセンターは恐竜国定公園の入口で、この先にはここを流

れるグリーンJI [の浸食地形など見どころがたくさんある O

、炉
'-

パーナノレのパス (Di註osau玄

り、

っている O またインフォーメーションでこの付近の

Museum)があり、

どの化石

くれる O その一つに

というコースがある O このコースをパ…ナルの町から北へ 30マイ

ノレドライ

には

ら先カンブリア代へと

いている(図 2) 0 この 30マイ

しかっ~。
でF 、Y

'-'- はレンタカー し1'-0 
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になって活動した火山による溶岩などの景色が

自にとびこんでくる O この日は天気が悪く、途

中雷雨にみまわれ(この日にかぎらず、 7、 8

月はひんぱんに雷雨があるようだ)、旋回による

揺れとともに生きた心地がしなかったが、 l時

間半ほどでセスナ機はグランドキャニオ

の飛行場に到着する O

グランドキャニオンは深さ 1，600m (ホテル、

のある縁の標高は 2，100m)、幅 1.6'"'-'29

kmで全長は 450kmもある O 峡谷の上部 3分の 2

2 グランドキャニオン

からなり、その下は先カンブリア代

の地層で両者の関係は典型的な斜交不整合である O さて、ルートは、夏季はブライドエンジェ

ルという場所を基点、にいろいろの方向への無料のシャトルパスが 10'"'-'15分間繍ででている。パ

スはいくつかの展望台に寄るので、気がむいた地点、でおりで景色をゆっくりみることができる O

に沿っての約 10kmはパス道路とは別の見学用歩道があるので、待問があればゆっくり見

てまわることもできる O また峡谷にくだる道も何カ所かある O

ビジターセンタ…は他と同様にいろいろ を売っている O ここは公園管理の本部で、

いくつかの催し物を行っている O また近くのヤパパイ博物館にはグランドキャニオンの地質や

生いたちの紹介(展示やテレビで)や岩石の展示等があり、大きな窓ガラスごしに雄大な峡谷

もみることができる O このほか、ビジターセンターの横の Shrineof the Agesという建

物などで、グランドキャニオン紹介のスライドや映画をやっている o i有壁をまわるシャトルパ

スのほか、東縁ドライブツアーともいわれるパスツアー(有料)もここからでている O

グランドキャニオンを見るなら朝晩がいい(太陽光線の当たる角度の変化により壁の色が少

しずつ変化する様子がみられる)というので、 2日間とも見にいったが天気の条件が悪く残念

であった。またここの気温は夏でも朝晩は 10度以下になるので、セーター、ヤッケ等の防寒股

が必要である o 2日自の盤、自の前にひろがる雄大なグランドキャニオンをみながら自炊をし

た。その味はまた格別であった。

5.アリゾナ損石孔

グランドキャニオンから南へ 132km (パスで約 2時間)の所にフラッグスタップの町があ

るO この町はパス、鉄道(アムトラック)を利用してグランドキャニオンへ行く場合の乗換え

地点である O 西方の丘の上には 1930年めい王星を発見したローウェル天文台がある O

アリゾナ際石孔はフラッグスタップから東ヘ 60km行った所にあり、正式名は Barringer

Meteorite Crater、現地での通称は MeteorCratorと呼ばれている O アリゾナというと砂漠を

連想したが、意外と緑があり(といつでもあれ地)、なだらかな起伏がいつまでも続く。ハイ

ウェーから専用道路を 9km南下すると平原の先に少し盛り上がったところがあるが、これが

額石孔の縁であった。 3.5ドルはらって博物館にはいると関鉄の標本の説明や展示があり、この
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裏から韻石孔をながめることができる O 際石孔は富士山の火口ぐらいの広さで、クレーターの

底には以前損石孔を調査した人が使った機械の残骸が見える O 際石孔の壁はグランドキャニオ

ンと同じ古生代の地層(石灰岩や砂岩)で、きれいな成層構造をしている O 博物館の売屈には

ペテリファイドフォレスト(化石の森国立公園、ここかちさらに東にいった所)にある化石木

(珪化木)や、小さな慣鉄の破片などを売っていた。なおアリゾナ損石孔とローウェル天文台

へはレンタカーを利用した。夜8時5分フラッグスタップ発の寝台列車に乗ってロスアンゼ、ル

スにむかった(翌朝 7時 20分着)。
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